
－医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読み下さい。－ 
 

  以 上   

平成１９年 ７月 
お客様各位 
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使用上の注意事項改訂のお知らせ 
 

持続性アンジオテンシン変換酵素阻害剤 

アリカンテアリカンテアリカンテアリカンテ錠錠錠錠５５５５mgmgmgmg    
((((マレインマレインマレインマレイン酸酸酸酸エナラプリルエナラプリルエナラプリルエナラプリル錠錠錠錠))))    

    
今般、自主改訂により下記の通り使用上の注意事項を変更致しましたので、お知らせ申し上げます。（下

線部分が変更箇所です。） 

今後のご使用に関しましては、下記内容をご参照下さいますようお願い申し上げます。 

記 

改訂後 改訂前 

3．相互作用 

( 1 )併用禁忌(併用しないこと) 

  変更なし 

( 2 )併用注意(併用に注意すること)    

3．相互作用 

( 1 )併用禁忌(併用しないこと) 

  省略 

( 2 )併用注意(併用に注意すること)    

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

変更なし 

降圧作用が減弱され

ることがある。 

インドメタシンは

血管拡張作用を有

するプロスタグラ

ンジンＥ２、Ｉ２の生

成を抑制するため、

本剤のプロスタグ

ランジン生成促進

作用による降圧作

用を減弱させる可

能性があると考え

られている。 

非ステロイド性

消炎鎮痛剤 

 インドメタシ

ン等 

腎機能が悪化してい

る患者では、さらに

腎機能が悪化するお

それがある。 

機序不明 

変更なし 
 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

省略 

非ステロイド性

消炎鎮痛剤 

 インドメタシ

ン等 

降圧作用が減弱され

ることがある。 

インドメタシンは

血管拡張作用を有

するプロスタグラ

ンジンＥ２、Ｉ２の

生成を抑制するた

め、本剤のプロス

タグランジン生成

促進作用による降

圧作用を減弱させ

る可能性があると

考えられている。

省略 
 

  

〈改訂理由〉 

・海外において、腎機能が悪化している患者でACE阻害剤と非ステロイド性消炎鎮痛剤を併用した場合

にさらに腎機能が悪化したとの報告があることから、新たに記載し注意喚起することと致しました。 

 

〈参考〉 

ＤＳＵ Ｎｏ.１６１（2007年７月）掲載予定 
 

お問い合わせは、担当ＭＲ又は弊社営業本部までご連絡ください。 

㈱陽進堂 営業本部 黒瀬 

TEL 076-465-5181 FAX 076-466-3110 


